
小郡市立御原小学校 学校だより 第 1 号      令和 8 年 4 月１０日 

御原小学校だより   全校児童数 293 名 
教育目標「志をもち、よりよい社会の創り手として、未来を切り拓く子どもの育成」 
【合言葉】「伝え合って、語り合って、笑顔いっぱい」       文責 遠藤 芳徳 

新年度がはじまりました 今年度もどうぞよろしくお願いします 
 今年は桜の開花時期が例年よりもずれこんで、いつもより長くお花見を楽しめ

るかとおもいきや、先日は花散らしの春の嵐が桜の花びらを連れ去ってしまいま

した。季節が確実に進んでいるのを感じる今日この頃です。 

 さて、本年度４月より本校の校長となりました遠藤です。職員も昨年度から 

３名増えて４３名でスタートします。御原のすてきな子どもたちと愛情いっぱいの先生方、この

一年を充実したものにしていきたいと考えています。そのためには、保護者の皆様のお力添えが

必要です。学校、学級、担任、子どもたちへのご支援、ご協力を何卒よろしくお願いいたします。 

出会いと別れの季節です 
新年度に伴い、職員の異動がありましたのでお知らせいたします。 

お世話になった先生方 これからよろしくお願いします 
中村 敬子  校長先生（三国小へ） 
上野 真稔  先生（のぞみが丘小へ） 
山口 穂佳  先生（のぞみが丘小へ） 
木下 沙紀  先生（久留米市立南小へ） 
河村 華乃子 先生（退職） 
金子 千穂  先生（のぞみが丘小へ） 
石丸 喜美子 先生（東野小へ） 

江口 奈実  教頭先生（立石小より） 
田嶋 眞由美 先生（味坂小より） 
城下 南   先生（のぞみが丘小より） 
三浦 実   先生（小郡小より） 
占野 克廣  先生（大原小より） 
土井 貴翔  先生（新規採用） 
齊藤 賢太  先生（新規採用） 
松元 寛子  先生（新規採用） 
今村 厚子  先生（のぞみが丘小より） 
別府 眞都  先生（新規採用） 

令和８年度 職員紹介 
○本年度も職員一丸となって、お子様のよりよい成長を育んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

校長 遠藤 芳徳 教頭 江口 奈実 主幹教諭 平木 郁子 

1年 1組 西側 有喜 １年２組 土井 貴翔 なかよし１組 城下 南 

２年１組 原 美佐江 ２年２組 山崎 航平 なかよし２組 松元 寛子 

３年１組 久保 智代 ３年２組 齊藤 賢太 なかよし３組 山北 直史 

４年１組 小田切 知世 ４年２組 土屋 拓海 なかよし４組 永田 祥久 

５年１組 三浦 実 ５年２組 德山 勇斗 なかよし５組 小宮 寿美子 

６年１組 吉田 理紗 ６年２組 占野 克廣 学習・生徒指導 大曲 航貴 

指導方法工夫改善 田嶋 眞由美 指導方法工夫改善 田中 佑磨 指導方法工夫改善 美山 貴子 

養護教諭 福光 由美子 主幹 永野 修 図書館司書 今村 厚子 

用務員 別府 眞都 給食調理員 古賀 章久 給食調理員 井手口 和裕 

若年研後補充 野口 美佐子 課題対応 渡邉 裕子 課題対応 柴田 朋子 

図工専科 権藤 千浪 音楽専科 鐘ヶ江 亮 音楽専科 松永 乃り子 

特別支援教育支援員 小川 望 特別支援教育支援員 川良 良栄 スクールカウンセラー 宮﨑 かおり 

スクールソーシャルワーカー 荒尾 信子 ボランティアコーディネーター 大淵 冨士雄 育児休暇 小栁 悠子 

育児休暇 釘﨑 光希     

個人情報保護のため公開を控えています。 

個人情報保護のため公開を控えています。 



教育条件整備のお礼 
昨年度「教職員配置の充実、奨学金制度の充実、社会教育制度の更なる改善・充実」を求めた

「すべての子どもたちの教育条件整備」について、保護者の皆様、地域の皆様と学習会や署名活

動といった取組を進めました。その結果、宝城中校区において、３，０００筆を超える個人署名

と５０近くの団体署名が集まり、中校区３校に、児童生徒の学習・進路保障のための教職員定数

（児童生徒支援加配３名、少人数指導加配３名、学校教育振興加配２名、市単独加配１名、県単

独加配１名）が配置されました。心より御礼申し上げます。 

 

「いじめ防止対策基本方針」について 
すべての子どもたちが人間関係に不安を抱えることなく、毎日を明るく豊かに生活する権利を

もっています。しかし、学校の中や地域、習い事等の中で、その人間関係に悩み苦しむ子がいる

ことも事実です。本市においてもいじめ問題の解決に向けて取り組むために、基本方針が定めら

れております。 

まずは、私たち大人が子どもたちから相談を受けたときに適切に対応できるように、いじめ問

題に対する関心をもち、正しく理解し、関係者で協力し合って解決へと導くことが大切です。 

 

＜いじめの定義＞ 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等、当該児童

等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛

を感じているものをいう。 

【「いじめ防止対策推進法」平成２５年法律第７１号 第２条（定義）より】 

※上記の通り、国が定めた法律で「いじめ」が定義されています。被害を受けた児童が、心身

の苦痛を感じた場合は「いじめ」と認定されます。「冗談のつもりだった」「ふざけてやった」

「遊びのつもりだった」では通用しません。子どもたちの日常的なやりとりの中にそうした

「いじめの芽」が見え隠れしています。「いじめはどの児童にも、どの学級にも起こりうる

との認識をもって取り組む必要がある」とあります。学校では職員もアンテナを高く見守っ

ていきます。ご家庭でも「被害者」「加害者」とならないように、見守っていただきますよう

お願いします。 

 

＜学校での取組＞ 

①毎月「学校生活アンケート」または「不安や悩みに関するアンケート」を実施します。 

②教育相談週間の実施をします。（６月・１１月・２月） 

③スクールカウンセラーによる教育相談体制を構築します。 

④日常的に複数の教師の目で子どもたちの生活を見守ります。 

⑤「人権のまちづくり」の取組や学校行事で子どもたちの心を育てます。 

 

☆すべての子にとって、安心・安全な学校、地域になるように、 

教職員、地域、保護者の皆さんでつながっていきましょう。 


